
平成２８年度 

全国学力学習状況調査結果の受けとめ 

臼杵市教育委員会 
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査 結果一覧表 

小学校 
国語A 
正答率 

国語B 
正答率 

算数A 
正答率 

算数B 
正答率 

  全国（公立） ７３  ５８  ７８  ４７ 

  大分県（公立） ７３ ５８  ７８ ４７ 

  臼杵市 ６８  ５５ ７７ ４４ 

臼杵市全体の結果（小学校） 

 本市の調査結果 

小学校 

     全国平均を超える項目なし。 
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平成２８年度 全国学力・学習状況調査 結果一覧表 

小学校 
国語A 
正答率 

国語B 
正答率 

数学A 
正答率 

数学B 
正答率 

  全国（公立） ７６ ６７  ６２  ４４ 

  大分県（公立） ７５ ６６  ６１ ４２ 

  臼杵市 ７２  ６１ ５６ ３７ 

臼杵市全体の結果（中学校） 

 本市の調査結果 

中学校 

     全国平均を超える項目なし。 
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小国A 正答率の低い問題 

１－２今日は全国的に快晴だ 

漢字の「読み」と「書き」  

快⇒5年 晴⇒2年 

２－２したしい友人と出かける 
親⇒２年 

２－３先生にそうだんする 

相、談 ⇒３年 

ローマ字（3年）  

２ あさって  asatte 

１ りんご    ringo 

３ hyaku    ひゃく 

小学校で学習す
る１００６字の漢
字とローマ字の
定着は小学校教
員の責務です。 

単なる「ドリル、家庭
学習、ミニテスト」では
なく、「使う、広げる」
活動を取り入れる。         

 

例：その日に習った漢
字を積極的に使って
日記を書く。 

短作文を書く  など 

全国－８．３ポイント 

全国－１０．３ポイント 

全国－１６．４ポイント 

無回答率   
１４．３％～ 
     ２０．５％ 
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小算A 全国平均とほぼ変わらないが、・・・ほんの少しの差の積み上げ→大きな差へ 

８．テープ全体の長さを基にしたと 
  きの赤い部分の長さの割合が， 
  一番大きいものを選ぶ 

９．定員と乗っている人数の割合 
  を，百分率を用いた図に表すと 
  き，当てはまる数値の組み合 
  わせを書く。 

「割合」の意味捉え 
 日々の算数的活動 

百分率という「割合」を表現          
     日々の算数的活動 

「テープ図で表す」 
授業の中での算数的
活動で行っているはず
ですが・・・ 
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小国B 正答率の低い問題（ただし、「設定字数の多い問題」の正答率は、ほぼ同等） 

工夫とは、よい方法や手段を 
みつけようとして、 考えをめぐ 
らすこと 

成果とは、あることをして 
        得られたよい結果 
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小算B  

厚紙の縦の長さは39cm
です。 

正方形の1辺が９ｃｍだ

から３９÷９＝４あまり３
で 

正方形は、縦に４個かく
ことができます。 

正方形は、縦に４個、横に６個か
くことができるので、４×６＝２４
で、 
２４個かくことができます。 

求められる力→統合的・発展的な考え方 

 

得た情報（はるおさんの説明）をつなげ
たり、組み立てたりする力⇒自分の言葉
で、自分で説明する活動を 
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 臼杵市授業力向上プロジェクト２０１６【授業の達人に学ぶ】 

《7月29日 筑波附小 青木伸生先生》（152名参加） 
「フレーム・リーディング」（文章を全体で捉える） 
①文章を丸ごと読む力をつける。 
②発問レベルにおろした具体的な授業モデルを構築 
③主観的な解釈と客観性のある分析の読みのバランス 
そのために，「数える」，「選ぶ」という発問・指示が有効 

国語の週時数 
小１～中３ 「９・９・７・７・５・５・４・４・３」 

おきかえ⇒言葉を実感 
①動作化②図式化③言語化 

「フレーム・リーディング」 
    （文章を全体で捉える） 

小１ 中３ 
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 臼杵市授業力向上プロジェクト２０１６【授業の達人に学ぶ】 

《８月25日 筑波附小 山本良和先生》（158名参加） 
○自己決定する場の設定 

  これならわかる，この数（形）ならわかる 

  これはありえない…等 

○「お客さん」をつくらない 

○解釈する（読む、想像する）  

 ⇒「わからない」を明確に自覚させる 

 ⇒「わかりたい」「知りたい」を引き出す 

 

 

 

  

【全員が参加できる算数授業のために】 
講話の後半➝だからこそ…、先生方！ 
○学習指導要領算数科解説を読んでいますか？ 
○当該学年の算数の前提がわかっていますか？ 

○当該学年の学習内容がこの後の学習にどのよう
な影響を及ぼしますか？ 
⇒教材研究のもとは学習指導要領 

⇒教科書の内容が学習指導要領のどのことを表し
ているか、教科書と学習指導要領を並べて分析、そ
れが教材研究の第一歩！ 
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【研究主任会】《８月26日 筑波附小 山本良和先生》 

だからこそ校内研究の充実を！ 
 
校内研究の目的は２つ 
①子ども（たち）のため 
②教師の授業力アップ！ 

  「印象」から「代案」へと 

“（新）大分スタンダード”は，
しっかりやって下さい。教師
の基本です。そこで終わら
ずに，個人・組織としてのさ
らなる研鑽を！ 
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夏季休業中の学びを生かすとは 
「印象」から「代案」へと⇒「こうしたらもっとよくなる」指導案の書き換え、流れの代案 

引用文献：授業実践研究会 山本良和筑波附属小教諭
「割り算」（４年）の授業考察 ～新大分スタンダードを基盤
とした授業改善の必要性から「臼杵モデル」を構想する～ 
出典者：臼教研算数部会   出典年：２０１６年 

山本研授の実際 【目指すべき「臼杵」の授業スタイル】 

【ふり返り】 

【課題】 

【まとめ】 

【深める問い】 

教
師
の
問
い
中
心
の
授
業
（子
ど
も
が
追
い
か
け
る
） 

子
ど
も
の
問
い
主
体
の
授
業
◎
問
題
解
決
型
（
子
ど
も
が
追
い
求
め
る
） 

【考察】 

・十分でない子ども自身が思考、判断、表現する場
の保障 
・授業のねらいに迫ることができなかった授業構成 

⇒代案（修正案）をつくる必然性 

【めあて】 
Ｔ→Ｃ、Ｔ→Ｃ

の単線型の
授業構成 

子ども同士が学びあう
複線型の授業構成 
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１ ．子どもたちが授業に参加し、表現する場を保障するための 
 「技」を日々の授業に取り入れる 
  ①全員参加をめざした手だて 
  ②個々の発言を増やしたり、互いに関わらせたりする手だて 
  ③意図のある問いかけを行いながら、子どもを「的確に」、「瞬時に」捉える 

青木・山本両先生からの３つの学び（まとめ） 

２． ①新大分スタンダードの徹底（教師の基本！） 
    ②３９チェックシートを生かした授業実践 
    （臼杵市の課題の克服＝３つを意識した日々の授業実践 
     「見通し」、「自己決定」「（適度な）追い込み」） 

３．校内研修に向かう意識の変革 
   校内研究の目的は２つ 
     ①子ども（たち）のため  ②教師の授業力アップ！ 
   校内研修での発言、付せんへの記述において、 
  先輩→後輩、先輩←後輩    

    「単なる印象」から「代案」にしていく研鑽と勇気を！ 
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中学国語A 

正答率の低い問題 
８－２ 本の巻末にある奥付の特徴や役割を理解しているか？     
      (読むこと) 
９－２ 漢字の書き 
      今までにないどくそう的な考えだ。  
９－３ 適切な語句を選ぶ 
     会長候補として、白羽の矢が 
         （１ 立つ、 ２ 刺さる、 ３ 飛ぶ、 ４ 向かう） 
９－６ 意見発表会の題字 書き直された改善点について問う 
      文字の形や大きさ、配列に注意して書く事ができるか  

      どうかを見る       ※書写 
   ※ 「伝統的な言語文化と国語の特質」に関する事項が 
      特に低い 

     学習指導要領に沿った丁寧な指導が求められる 
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中学国語B 

B問題は全部で９問しかない 

  その９問に対して文章や資料がたくさん提示されている 

  問われるのはその多くの情報の中から、必要な情報を読み取り
根拠を明確にして、自分の考えを書く事ができるかどうか 

                      

     

   平成２５年度、平成２６年度にも、類題が出題されている 

   今後問われる傾向を教師が理解して授業に臨んでいるか 

                      高校入試も同じ傾向になってきている 

       

     つまり資料や文章が変わっても 

       「必要な情報を読み取ることができるか」 

       「自分の考えを根拠を持って書けるか」   

      汎用性を高める必要がある     他教科のためにも！ 
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中学数学A 

正答率が低い問題 

 １－１： １問目 小学校算数 
       × ０．６     分数と小数の乗法  

         正答率４９．４％  （全国は６６．９％） 
 １－２： 自然数を全て選ぶ （知識･理解） 

 「図形」 垂直に交わることを記号を用いて正しく記述する問い 

     →「これが」、「あれが」ではなく記号や数学用語を 
        日頃の授業から丁寧に表現させる  

              ※表現力にこだわって指導すべき！ 
    「関数」（１，２年の２学期）が弱い  

    「資料の活用」（１，２年の３学期）は正答率の高い問題あり     

   

５

２
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中学数学B 

B問題は全てで１５問  ほとんどが説明！  

１ 長い文章や表を読み取って「式をもとに 

  正しい理由を説明しなさい」 

２ ２人がお互いに問題を作りあって話し合って 

  いる。「書き加えることについて正しいものを 

  選び、正しい理由を説明しなさい」 

３ 電気自動車とガソリン車のかかる費用につ
いて関数で考え、「総費用が等しくなる年数を
求める方法を説明しなさい」 
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中学数学B 

４ 図形の証明の問題は 

    ICTを活用して平行四辺形の形を変化させている場面の問題 

 コンピュータを利用して画面上で平行四辺形の形を 

 変えていつでも成り立つ性質を見いだして証明する 

 問題 

※ICTを活用して授業を行っている事を前提として出題
されている！ 

５ ボウリング場で、靴の貸し出しグラフを見て 

  「平均値の２４．５㎝が最も貸し出しが多いという考 

  えは適切ではない理由をグラフの特徴をもとに説 

  明しなさい」 まさに思考力・判断力・表現力が問われている 
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生徒質問紙より 課題のある項目 

 

 

    

「聞く」 「伝える」 18 



学校質問紙より 課題のある項目「聞く」「伝える」「深める」 
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学校質問紙より 課題のある項目  「深める」 20 



生徒質問紙も 学校質問紙も  家庭学習の方法 

生徒回答 

教師回答 
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 折れ線は全国、県の結果 
 棒グラフは臼杵市の結果 

国語Ｂ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

国語Ａ 

分布を見ると成績上位が少ない！ 
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学校質問紙より 課題のある項目   小中一体教育の視点で 

交流 → 分析 → 成果や課題を共有へ 

交流はよく行っている 

学力調査の分析から成果や課題を共有していない 
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学校質問紙より 課題のある項目  家庭学習指導 

保護者へ促すような働きかけが必要 

教職員の共通理解が必要 
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臼杵市 
  学力向上のための環境整備を行い、 

  先生方は、授業をしっかり頑張って臼杵っこの学力を 

  つけてほしい 

  ※先生方の負担軽減のためにあらゆる配置や整備を 

  【人的配置】 

     特別支援員、学校図書館専門員、ICT授業支援員、部活動外部指導者 

     教育支援センターきずな指導員、スクールソーシャルワーカー 等 

  【環境整備】 

     ICT機器、エアコン 等 

  

 先生方が授業力向上をめざし、臼杵っこの学力向上を！    

          ～１５の春の自立～    

      夢を持って、夢を叶えられる学力を保障 

                       進路を保障      
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分析 臼杵市の中学校の強み 26 



27 分析 臼杵市の中学校の強み 



子どもたちに授業で力をつけるための２学期以降の取組 
１．授業力向上に向けた取組みの検証・改善 
【有効なアイテムとして】 
①学校評価４点セット検証・改善プロセスシートの作成（別紙） 

②39チェックシート⇒「もっとよくなる」の部分は、日々の授業の中での個別具体の 
 指導の実施。 

２．授業力向上のための学校訪問 

 （指導主事 要請訪問）+ “授業力向上学校訪問（全１９校）” 
【目的】“新大分スタンダード”、“３９チェック”の徹底・確認 
【参加者】臼杵市教育委員会学校教育課（大分県教育庁大分教育事務所との連携） 
【内容】特定授業ではなく、いわゆる一般（ふだんの）授業観察 

３．さらなる研修の充実 
①小中一体教育、臼教研の各教科部会の場で⇒授業交流や学調結果の共有など 
②校内研修の活性化⇒「代案」をもとにした意見交流。 
                先輩が後輩に伝承する。後輩は、先輩に学ぶ、「まねぶ」 
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４．中学校授業力向上プロジェクト２０１６の推進 
①泰山 裕先生（鳴門教育大学）の講演 、学校訪問 
  「学ぶことを教えたい～協働的な学びの充実を目指して～」 
②戸羽 嘉和指導主事（敦賀市教育委員会）の講演、学校訪問  
  「学びに向かう学校づくりのために」 


